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9月26日（火）に姉妹都市ニュージーランド（マールボロー）の
学生が小学校を訪れ、歓迎会を行いました。
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決
算
報
告

令
和
４
年
度

歳出合計

46億3,663万円

歳入合計

47億6,007万円

　
令
和
４
年
度
決
算
が
ま
と
ま
り
、
９
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
村
で
は

皆
様
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
、
国
や
県
の
補
助
金
等
を
有
効
に
活
用
し
な
が

ら
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
ど
の
よ
う
な
財
源
を
も
と
に
、
ど
の

よ
う
な
お
金
の
使
い
方
を
し
た
の
か
、
決
算
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
を
除
く
地
方
税
の
徴
収
率
が
前
年
比
１
・
４
％
増

加
し
、
84
・
１
％
と
な
り
ま
し
た
。
特
別
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
前

年
度
か
ら
２
，
８
２
１
万
円
増
（
８
・
３
％
）
の
３
億
６
，
７
５
６
万
円
と
な
り
、

普
通
交
付
税
と
合
わ
せ
て
２
２
億
２
，
９
５
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
国
庫
支
出

金
に
つ
い
て
は
、
空
き
家
対
策
総
合
支
援
事
業
補
助
金
や
子
ど
も
特
例
給
付
金
が

減
少
し
た
た
め
、
８
，
４
５
７
万
円
減
（
17
・
０
％
）
の
４
億
１
，
１
５
３
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
額
は
、
昨
年
度
よ
り
５
，
６
５
５
万
円

減(

17
・
０
％)

の
２
億
７
，
５
３
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
地
方
債
に
つ
い
て
は
、

沓
掛
古
民
家
改
修
工
事
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、５
，６
２
３
万
円
減
（
13
・
４
％
）

の
３
億
６
，
３
１
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　 ‥

 

住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
入
湯
税
な
ど

　
　
　
　
　 ‥

 

基
金
を
取
り
崩
し
充
当
さ
せ
た
も
の
・
特
別
会
計

か
ら
の
繰
入

　
　
　
　
　
　
　
　 ‥

 

事
業
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
利
益
を
受
け

る
人
が
負
担
す
る
お
金
（
保
育
料
な
ど
）

　
　
　
　
　 ‥

 

他
の
項
目
に
含
ま
れ
な
い
収
入（
貸
付
金
償
還
金
な
ど
）

　
　
　
　
　 ‥

 

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
な
ど

　
　
　
　
　 ‥

 

地
方
公
共
団
体
が
等
し
く
事
務
を
行
え
る
よ
う
一

定
の
基
準
に
よ
り
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

　
　
　
　
　 ‥
 

国
税
と
し
て
徴
収
し
、
そ
の
ま
ま
地
方
公
共
団
体

に
譲
与
す
る
税

　
　
　
　
　 ‥

 

特
定
の
事
業
に
対
し
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

　
　
　
　
　 ‥

 

特
定
の
事
業
に
対
し
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

　
　
　
　
　 ‥

 

資
金
調
達
の
た
め
の
借
金

村
　
　
　
税

繰
　
入
　
金

諸
　
収
　
入

寄
　
附
　
金

地
方
交
付
税

地
方
譲
与
税

国
庫
支
出
金

県
支
出
金

村
　
　
　
債

分
担
金
及
び
負
担
金

村民１人あたりに換算した村税負担額

≒19.5万円 R5. 3. 31  現在人口
2,679人で算出

　「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」に
お
い
て
は
、

地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
を
客

観
的
に
表
し
、
財
政
の
早
期
健
全

化
や
再
生
の
必
要
性
を
判
断
す
る

も
の
と
し
て
、①
実
質
赤
字
比
率
、

②
連
結
実
質
赤
字
比
率
、③
実
質
公

債
費
比
率
、④
将
来
負
担
比
率
の
四

つ
の
財
政
指
標
が
健
全
化
判
断
比

率
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
は
、
毎
年
度
、
前

年
度
の
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判

断
比
率
を
そ
の
算
定
資
料
と
と
も

に
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
た
上

で
議
会
に
報
告
し
、
公
表
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
谷
村
の
令
和
４
年
度
決
算
に

基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
及
び
公

営
企
業
会
計
に
か
か
る
資
金
不
足

比
率
の
算
定
結
果（
暫
定
値
）は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
　
　（
　
）は
早
期
健
全
化
基
準

①
実
質
赤
字
比
率

　
該
当
な
し（
15
・
00
％
）

＊
一
般
会
計
等
の
実
質
赤
字
額

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
該
当
な
し（
20
・
00
％
）

＊
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
含
め

た
赤
字
額

③
実
質
公
債
費
比
率

　
11
・
４
％（
25
・
０
％
）

＊
一
般
会
計
と
特
別
会
計
に
、
一

部
事
務
組
合
や
広
域
連
合
へ
の

負
担
金
等
を
含
め
た
起
債
償
還

等
債
務
負
担
の
比
率

④
将
来
負
担
比
率

　
該
当
な
し（
３
５
０
・
０
％
）

＊
①
～
③
に
加
え
て
、
地
方
債
の

残
高
に
今
後
見
込
ま
れ
る
特
別

会
計
へ
の
支
出
、
組
合
や
退
職

手
当
等
の
負
担
を
含
め
た
割
合

　
簡
易
水
道
事
業
、
下
水
道
事
業

が
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
い
ず
れ

も
資
金
不
足
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

小
谷
村
の
財
政
健
全
化

判
断
比
率
等
の
状
況

健
全
化
判
断
比
率

公
営
企
業
に
係
る

　
　資
金
不
足
比
率

　
歳
出
を
目
的
別（
構
成
比
）に
分
析
し
ま
す
と
、
総
務
費
が

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事
業
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
運

営
事
業
な
ど
に
よ
り
20
・
１
％（
９
億
３
，
１
２
５
万
円
）、

土
木
費
が
道
路
除
雪
事
業
、
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
な
ど

に
よ
り
17
・
４
％（
８
億
５
０
４
万
円)

、
公
債
費
が
13
・
０
％

（
６
億
３
８
１
万
円
）、
民
生
費
が
障
害
者
福
祉
事
業
な
ど
に

よ
り
11
・
６
％（
５
億
３
，
６
６
５
万
円
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　 ‥

 

村
の
全
般
的
な
管
理
、企
画
や
選
挙
、戸
籍
、

住
民
窓
口
事
務
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
、

特
別
定
額
給
付
金
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

高
齢
者
・
障
が
い
者
・
児
童
の
福
祉
な
ど

の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

ゴ
ミ
処
理
や
環
境
保
全
、
検
診
・
健
康
づ

く
り
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

農
林
業
の
振
興
、
複
合
拠
点
施
設
な
ど
の

経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

観
光
振
興
、
新
型
コ
ロ
ナ
緊
急
観
光
対
策

な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

道
路
の
建
設
、
維
持
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

学
校
及
び
保
育
園
管
理
運
営
・
公
民
館
活

動
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

借
り
入
れ
た
村
債
の
元
利
償
還
金
な
ど
の

経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

豪
雨
災
害
等
復
旧
事
業
な
ど
の
経
費

総
　
務
　
費

民
　
生
　
費

衛
　
生
　
費

農
林
水
産
業
費

商
　
工
　
費

土
　
木
　
費

教
　
育
　
費

公
　
債
　
費

災
害
復
旧
費

目
的
別
歳
出
の
主
な
内
容

　
令
和
４
年
度
小
谷
村
一
般
会
計
決
算
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
の
明
許
繰
越
額
１
億
６
，
７
８

８
万
円
を
含
む
歳
入
総
額
４
７
億
６
，
０
０
７
万
円
、
歳
出
総
額
４
６
億
３
，
６
６
３
万
円
と

な
り
、
差
引
１
億
２
，
３
４
４
万
円
を
令
和
５
年
度
に
繰
越
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
前
年
度
と
比
較
し
ま
す
と
、歳
入
は
７
・
１
％
、歳
出
で
は
６
・
７
％
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
複
合
拠
点
施
設
整
備
事
業
や
空
き
家
等
利
活
用
対
策
事
業
の
減
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

村債の残高 ＝ 47億829万円
村民１人あたりの借入金 ≒ 175.7万円

Ｒ5. 3. 31  現在人口
2,679人で算出

＊村債は単なる借金ではなく、毎年の負担を平均にするなど財政運用上重要な役割を果たしています。

村債 3億6,316万円 村税
5億2,252万円

繰入金
1億9,530万円

分担金・負担金
2,135万円

諸収入
1億5,397万円

繰越金
1億5,429万円

県支出金
2億1,295万円

国庫支出金
4億1,153万円

地方譲与税
1億4,922万円

地方交付税
22億2,951万円

 依存財源 

寄附金
2億7,620万円

その他（使用料、財産収入など）
7,007万円

 自主財源 

総務費
9億3,126万円

民生費
4億442万円

災害復旧費
2,630万円

教育費
3億8,832万円

消防費
1億6,687万円

土木費
7億4,438万円

商工費
5億3,657万円

農林水産業費
4億9,525万円

議会費 5,473万円公債費 6億381万円

衛生費
2億8,472万円

歳
出

歳
入
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れ
て
い
ま
す
。

　
小
谷
村
の
令
和
４
年
度
決
算
に

基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
及
び
公

営
企
業
会
計
に
か
か
る
資
金
不
足

比
率
の
算
定
結
果（
暫
定
値
）は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
　
　（
　
）は
早
期
健
全
化
基
準

①
実
質
赤
字
比
率

　
該
当
な
し（
15
・
00
％
）

＊
一
般
会
計
等
の
実
質
赤
字
額

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
該
当
な
し（
20
・
00
％
）

＊
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
含
め

た
赤
字
額

③
実
質
公
債
費
比
率

　
11
・
４
％（
25
・
０
％
）

＊
一
般
会
計
と
特
別
会
計
に
、
一

部
事
務
組
合
や
広
域
連
合
へ
の

負
担
金
等
を
含
め
た
起
債
償
還

等
債
務
負
担
の
比
率

④
将
来
負
担
比
率

　
該
当
な
し（
３
５
０
・
０
％
）

＊
①
～
③
に
加
え
て
、
地
方
債
の

残
高
に
今
後
見
込
ま
れ
る
特
別

会
計
へ
の
支
出
、
組
合
や
退
職

手
当
等
の
負
担
を
含
め
た
割
合

　
簡
易
水
道
事
業
、
下
水
道
事
業

が
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
い
ず
れ

も
資
金
不
足
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

小
谷
村
の
財
政
健
全
化

判
断
比
率
等
の
状
況

健
全
化
判
断
比
率

公
営
企
業
に
係
る

　
　資
金
不
足
比
率

　
歳
出
を
目
的
別（
構
成
比
）に
分
析
し
ま
す
と
、
総
務
費
が

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事
業
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
運

営
事
業
な
ど
に
よ
り
20
・
１
％（
９
億
３
，
１
２
５
万
円
）、

土
木
費
が
道
路
除
雪
事
業
、
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
な
ど

に
よ
り
17
・
４
％（
８
億
５
０
４
万
円)

、
公
債
費
が
13
・
０
％

（
６
億
３
８
１
万
円
）、
民
生
費
が
障
害
者
福
祉
事
業
な
ど
に

よ
り
11
・
６
％（
５
億
３
，
６
６
５
万
円
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　 ‥

 

村
の
全
般
的
な
管
理
、企
画
や
選
挙
、戸
籍
、

住
民
窓
口
事
務
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
、

特
別
定
額
給
付
金
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

高
齢
者
・
障
が
い
者
・
児
童
の
福
祉
な
ど

の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

ゴ
ミ
処
理
や
環
境
保
全
、
検
診
・
健
康
づ

く
り
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

農
林
業
の
振
興
、
複
合
拠
点
施
設
な
ど
の

経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

観
光
振
興
、
新
型
コ
ロ
ナ
緊
急
観
光
対
策

な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

道
路
の
建
設
、
維
持
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

学
校
及
び
保
育
園
管
理
運
営
・
公
民
館
活

動
な
ど
の
経
費

　
　
　
　
　 ‥

 

借
り
入
れ
た
村
債
の
元
利
償
還
金
な
ど
の

経
費

　
　
　
　
　 ‥

 
豪
雨
災
害
等
復
旧
事
業
な
ど
の
経
費

総
　
務
　
費

民
　
生
　
費

衛
　
生
　
費

農
林
水
産
業
費

商
　
工
　
費

土
　
木
　
費

教
　
育
　
費

公
　
債
　
費

災
害
復
旧
費

目
的
別
歳
出
の
主
な
内
容

　
令
和
４
年
度
小
谷
村
一
般
会
計
決
算
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
の
明
許
繰
越
額
１
億
６
，
７
８

８
万
円
を
含
む
歳
入
総
額
４
７
億
６
，
０
０
７
万
円
、
歳
出
総
額
４
６
億
３
，
６
６
３
万
円
と

な
り
、
差
引
１
億
２
，
３
４
４
万
円
を
令
和
５
年
度
に
繰
越
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
前
年
度
と
比
較
し
ま
す
と
、歳
入
は
７
・
１
％
、歳
出
で
は
６
・
７
％
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
複
合
拠
点
施
設
整
備
事
業
や
空
き
家
等
利
活
用
対
策
事
業
の
減
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

村債の残高 ＝ 47億829万円
村民１人あたりの借入金 ≒ 175.7万円

Ｒ5. 3. 31  現在人口
2,679人で算出

＊村債は単なる借金ではなく、毎年の負担を平均にするなど財政運用上重要な役割を果たしています。

村債 3億6,316万円 村税
5億2,252万円

繰入金
1億9,530万円

分担金・負担金
2,135万円

諸収入
1億5,397万円

繰越金
1億5,429万円

県支出金
2億1,295万円

国庫支出金
4億1,153万円

地方譲与税
1億4,922万円

地方交付税
22億2,951万円

 依存財源 

寄附金
2億7,620万円

その他（使用料、財産収入など）
7,007万円

 自主財源 

総務費
9億3,126万円

民生費
4億442万円

災害復旧費
2,630万円

教育費
3億8,832万円

消防費
1億6,687万円

土木費
7億4,438万円

商工費
5億3,657万円

農林水産業費
4億9,525万円

議会費 5,473万円公債費 6億381万円

衛生費
2億8,472万円

歳
出

歳
入



（5）　広報おたり　令和５年 10 月号 広報おたり　令和５年 10 月号（4）

　
浄
化
槽
は
、
水
環
境
を
守
る
た

め
、
家
庭
や
お
店
な
ど
か
ら
出
る

し
尿
や
雑
排
水
を
き
れ
い
に
し
て

水
路
や
川
な
ど
に
流
す
設
備
で

す
。
浄
化
槽
法
で
は
、
全
て
の
浄

化
槽
に
つ
い
て
法
定
検
査
の
実
施

及
び
年
数
回
の
保
守
点
検
と
年
１

回
の
清
掃
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
近
年
、管
理
が
「
不
適
切
」

と
の
結
果
が
多
く
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
適
正
な
管
理
が
行
わ
れ
て

い
な
い
場
合
、
罰
則
が
科
せ
ら
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
浄
化
槽
を

お
使
い
の
方
は
、
年
１
回
の
法
定

検
査
及
び
保
守
点
検
を
必
ず
受
け

て
、
正
し
い
維
持
管
理
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　
村
内
に
あ
る
浄
化
槽
に
つ
い

て
、
そ
の
管
理
を
行
う
方
（
所
有

者
）
は
「
浄
化
槽
管
理
者
」
と
し

て
１
基
ご
と
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
浄
化
槽
管
理
者
は
次
の
手
続

き
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
該
当
す
る
場
合
は
届
出
の

ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、

届
出
の
提
出
が
な
い
浄
化
槽
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
法
定
検
査
及

び
維
持
管
理
の
義
務
が
浄
化
槽
管

理
者
へ
発
生
し
ま
す
。

 

・
浄
化
槽
管
理
者
変
更
報
告
書

　
浄
化
槽
管
理
者
が
変
更
と
な
る

場
合
に
提
出
い
た
だ
く
届
出
で

す
。
建
物
の
売
却
や
使
用
者
が
変

更
と
な
る
場
合
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

 

・
休
止
届

　
令
和
２
年
度
の
浄
化
槽
法
の
改

正
に
よ
り
、
浄
化
槽
の
使
用
を
一

時
的
に
や
め
る
場
合
に
休
止
届
を

提
出
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
届
出
を
い
た
だ
く
と
保
守
点

検
や
法
定
検
査
の
義
務
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

　
休
止
に
あ
た
り
、
届
出
を
提
出

前
に
浄
化
槽
の
清
掃
（
汲
み
取
り

及
び
内
部
の
清
掃
と
水
張
り
）
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

 

・
廃
止
届

　
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
た
建
物

を
取
り
壊
し
た
な
ど
、
浄
化
槽
を

廃
止
す
る
場
合
に
必
要
な
届
出
で

す
。
廃
止
前
に
は
浄
化
槽
内
の
汲

浄
化
槽
保
守
点
検
に
つ
い
て

み
取
り（
浄
化
槽
内
を
空
に
す
る
）

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
合
併
浄
化
槽
の
新
規
設
置
に
つ

い
て
、補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

令
和
６
年
４
月
以
降
に
合
併
浄
化

槽
の
設
置
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方

は
、
令
和
５
年
11
月
末
ま
で
に
役

場
建
設
水
道
課
水
道
係
へ
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。
例
年
、
予
約
を
し

な
い
で
希
望
さ
れ
る
方
が
い
ま
す

が
、
予
算
等
の
関
係
か
ら
必
ず
事

前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
建
設
水
道
課
水
道
係

　
　
８
２
‐
２
５
８
３

　
こ
の
事
業
は
、
集
会
施
設
の
整

備
事
業
及
び
公
衆
街
路
灯
の
整
備

事
業
に
要
す
る
経
費
に
対
し
、
予

算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
利
用
者
の

熱
中
症
対
策
の
た
め
、
集
会
施
設

の
エ
ア
コ
ン
設
置
又
は
更
新
に
要

す
る
経
費
の
補
助
率
を
１
／
２
か

ら
２
／
３
へ
拡
充
し
ま
し
た
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

 

補
助
の
概
要

　
集
会
施
設
の
エ
ア
コ
ン
設
置
又

は
更
新
に
要
す
る
経
費
を
補
助
し

　
法
務
局
で
は
、
女
性
を
め
ぐ

る
人
権
問
題
（
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な

ど
）
に
つ
い
て
、
悩
み
を
持
っ

た
女
性
が
相
談
で
き
る
専
用
相

談
電
話
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
を
開
設
し
て
、
女
性

を
め
ぐ
る
人
権
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
を
強

化
す
る
た
め
、
11
月
15
日
（
水
）

か
ら
11
月
21
日
（
火
）
ま
で
の

７
日
間
は
、
平
日
の
受
付
時
間

を
延
長
す
る
と
と
も
に
、
土
日

も
相
談
に
応
じ
る
「
全
国
一
斉

『
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』

強
化
週
間
」
を
実
施
し
ま
す
。

女性の人権ホットライン

☎０５７０－０７０－８１０
ゼロナナゼロ の ハートライン

◆11月15日（水）～17日（金）､20日（月）､21日（火）
　　　　　　　　　   午前８時30分～午後７時

◆11月18日（土）､19日（日）  午前10時～午後５時

※通常期は、平日午前８時30分～午後５時15分のみ

「
全
国
一
斉
『
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』

強
化
週
間
」
に
つ
い
て

ま
す
。

●
補
助
率

　
経
費
の
３
分
の
２
以
内

●
補
助
限
度
額

　
１
０
０
万
円

※
経
費
が
15
万
円
未
満
の
も
の
を

除
く

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　
総
務
課
庶
務
係

　
　
８
２
‐
２
０
２
４

浄
化
槽
法
定
検
査
受
検

及
び
維
持
管
理
の
お
願
い

浄
化
槽
の
各
種
届
出
の

提
出
に
つ
い
て

合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
補
助
金
に
つ
い
て

小
谷
村
集
落
等
施
設
整
備
事
業
補
助
金
の

補
助
率
拡
充
に
つ
い
て

受け入れ状況及び充当事業のご紹介
「信州小谷村」ふるさと応援寄附金

令和４年度　充当事業  （抜粋）

令和４年度ふるさと応援寄附金の受け入れ状況

国立公園管理事業

　多くの登山者が訪れる小谷村は、中部山岳国立公園と妙高戸隠連山国立公園という２つの国立公園を
有しています。国立公園を訪れる方に気持ちよく利用していただくため、登山道整備や風吹山荘等のト
イレの整備、維持管理を行っており、その必要な経費について、ふるさと応援寄付金を活用しています。

　多くの寄附をいただきありがとうございます。寄附金は、小谷村をよりよくする各事業に

大切に使わせていただきます。

〔注〕  いただいた寄附金は一旦基金に積み立て、翌年度以降の該当事業に充当させていただきます。

　　  使途未選択の寄附金は、その他村長が推進する事業に含めます。

事業費：4,255万 6千円 （充当額 4,255万6千円）……

額　当　充容　内　な　主名　業　事

豊かな暮らしづくりに関する事業 地域高校対策事業、ウェルネス施設管理運営補助金、
こごみ配食サービス委託料 3,270万2千円

豊かな村づくりに関する事業 特産品等開発事業費補助金、観光宿泊温泉施設管理事
業、地域づくり事業補助金 3,866万7千円

34託委討検想構用活防砂業事るす進推が長村 8万9千円

全ての住民が安心して暮らせる
仕組みづくりに関する事業 円万014金助補営運ブラクツーポス域地型合総

子どもたちの自然体験活動に関
する事業

子ども自然体験教育プログラム事業、児童生徒スキー
シーズン券貸与事業、ジュニアスキー指導委託料 1,464万4千円

登山道・遊歩道及びトイレ等の
環境整備に関する事業 74,5業事備整道の塩、業事理管園公立国 4万8千円

円万05業事ムラグロプ育教験体然自もど子税納とさるふ版業企

豊かな村づくりに

関する事業 ／2,268件

1億855万9,500円

豊かな暮らしづくりに

関する事業 ／240件

1,059万5,000円

全ての住民が安心して暮らせる

仕組みづくりに関する事業

270件／ 1,016万9,500円

登山道、遊歩道及び

トイレ等の環境整備に

関する事業 ／1,337件

6,382万2,000円

子どもたちの自然体験活動に

関する事業 ／1,247件

6,037万7,500円

その他村長が推進する事業

398件／ 2,183万5,500円

（5,760件）

2億 7,535万
          9,000円



（5）　広報おたり　令和５年 10 月号 広報おたり　令和５年 10 月号（4）

　
浄
化
槽
は
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水
環
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を
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め
、
家
庭
や
お
店
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出
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し
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や
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排
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を
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に
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水
路
や
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ど
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す
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す
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浄
化
槽
法
で
は
、
全
て
の
浄

化
槽
に
つ
い
て
法
定
検
査
の
実
施

及
び
年
数
回
の
保
守
点
検
と
年
１

回
の
清
掃
が
義
務
付
け
ら
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て
い

ま
す
。
近
年
、管
理
が
「
不
適
切
」

と
の
結
果
が
多
く
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
適
正
な
管
理
が
行
わ
れ
て

い
な
い
場
合
、
罰
則
が
科
せ
ら
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
浄
化
槽
を

お
使
い
の
方
は
、
年
１
回
の
法
定

検
査
及
び
保
守
点
検
を
必
ず
受
け

て
、
正
し
い
維
持
管
理
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　
村
内
に
あ
る
浄
化
槽
に
つ
い

て
、
そ
の
管
理
を
行
う
方
（
所
有

者
）
は
「
浄
化
槽
管
理
者
」
と
し

て
１
基
ご
と
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
浄
化
槽
管
理
者
は
次
の
手
続

き
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
該
当
す
る
場
合
は
届
出
の

ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、

届
出
の
提
出
が
な
い
浄
化
槽
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
法
定
検
査
及

び
維
持
管
理
の
義
務
が
浄
化
槽
管

理
者
へ
発
生
し
ま
す
。

 
・
浄
化
槽
管
理
者
変
更
報
告
書

　
浄
化
槽
管
理
者
が
変
更
と
な
る

場
合
に
提
出
い
た
だ
く
届
出
で

す
。
建
物
の
売
却
や
使
用
者
が
変

更
と
な
る
場
合
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

 

・
休
止
届

　
令
和
２
年
度
の
浄
化
槽
法
の
改

正
に
よ
り
、
浄
化
槽
の
使
用
を
一

時
的
に
や
め
る
場
合
に
休
止
届
を

提
出
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
届
出
を
い
た
だ
く
と
保
守
点

検
や
法
定
検
査
の
義
務
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

　
休
止
に
あ
た
り
、
届
出
を
提
出

前
に
浄
化
槽
の
清
掃
（
汲
み
取
り

及
び
内
部
の
清
掃
と
水
張
り
）
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

 

・
廃
止
届

　
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
た
建
物

を
取
り
壊
し
た
な
ど
、
浄
化
槽
を

廃
止
す
る
場
合
に
必
要
な
届
出
で

す
。
廃
止
前
に
は
浄
化
槽
内
の
汲

浄
化
槽
保
守
点
検
に
つ
い
て

み
取
り（
浄
化
槽
内
を
空
に
す
る
）

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
合
併
浄
化
槽
の
新
規
設
置
に
つ

い
て
、補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

令
和
６
年
４
月
以
降
に
合
併
浄
化

槽
の
設
置
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方

は
、
令
和
５
年
11
月
末
ま
で
に
役

場
建
設
水
道
課
水
道
係
へ
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。
例
年
、
予
約
を
し

な
い
で
希
望
さ
れ
る
方
が
い
ま
す

が
、
予
算
等
の
関
係
か
ら
必
ず
事

前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
建
設
水
道
課
水
道
係

　
　
８
２
‐
２
５
８
３

　
こ
の
事
業
は
、
集
会
施
設
の
整

備
事
業
及
び
公
衆
街
路
灯
の
整
備

事
業
に
要
す
る
経
費
に
対
し
、
予

算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
利
用
者
の

熱
中
症
対
策
の
た
め
、
集
会
施
設

の
エ
ア
コ
ン
設
置
又
は
更
新
に
要

す
る
経
費
の
補
助
率
を
１
／
２
か

ら
２
／
３
へ
拡
充
し
ま
し
た
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

 
補
助
の
概
要

　
集
会
施
設
の
エ
ア
コ
ン
設
置
又

は
更
新
に
要
す
る
経
費
を
補
助
し

　
法
務
局
で
は
、
女
性
を
め
ぐ

る
人
権
問
題
（
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な

ど
）
に
つ
い
て
、
悩
み
を
持
っ

た
女
性
が
相
談
で
き
る
専
用
相

談
電
話
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
を
開
設
し
て
、
女
性

を
め
ぐ
る
人
権
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
を
強

化
す
る
た
め
、
11
月
15
日
（
水
）

か
ら
11
月
21
日
（
火
）
ま
で
の

７
日
間
は
、
平
日
の
受
付
時
間

を
延
長
す
る
と
と
も
に
、
土
日

も
相
談
に
応
じ
る
「
全
国
一
斉

『
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』

強
化
週
間
」
を
実
施
し
ま
す
。

女性の人権ホットライン

☎０５７０－０７０－８１０
ゼロナナゼロ の ハートライン

◆11月15日（水）～17日（金）､20日（月）､21日（火）
　　　　　　　　　   午前８時30分～午後７時

◆11月18日（土）､19日（日）  午前10時～午後５時

※通常期は、平日午前８時30分～午後５時15分のみ

「
全
国
一
斉
『
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』

強
化
週
間
」
に
つ
い
て

ま
す
。

●
補
助
率

　
経
費
の
３
分
の
２
以
内

●
補
助
限
度
額

　
１
０
０
万
円

※
経
費
が
15
万
円
未
満
の
も
の
を

除
く

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　
総
務
課
庶
務
係

　
　
８
２
‐
２
０
２
４

浄
化
槽
法
定
検
査
受
検

及
び
維
持
管
理
の
お
願
い

浄
化
槽
の
各
種
届
出
の

提
出
に
つ
い
て

合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
補
助
金
に
つ
い
て

小
谷
村
集
落
等
施
設
整
備
事
業
補
助
金
の

補
助
率
拡
充
に
つ
い
て

受け入れ状況及び充当事業のご紹介
「信州小谷村」ふるさと応援寄附金

令和４年度　充当事業  （抜粋）

令和４年度ふるさと応援寄附金の受け入れ状況

国立公園管理事業

　多くの登山者が訪れる小谷村は、中部山岳国立公園と妙高戸隠連山国立公園という２つの国立公園を
有しています。国立公園を訪れる方に気持ちよく利用していただくため、登山道整備や風吹山荘等のト
イレの整備、維持管理を行っており、その必要な経費について、ふるさと応援寄付金を活用しています。

　多くの寄附をいただきありがとうございます。寄附金は、小谷村をよりよくする各事業に

大切に使わせていただきます。

〔注〕  いただいた寄附金は一旦基金に積み立て、翌年度以降の該当事業に充当させていただきます。

　　  使途未選択の寄附金は、その他村長が推進する事業に含めます。

事業費：4,255万 6千円 （充当額 4,255万6千円）……

額　当　充容　内　な　主名　業　事

豊かな暮らしづくりに関する事業 地域高校対策事業、ウェルネス施設管理運営補助金、
こごみ配食サービス委託料 3,270万2千円

豊かな村づくりに関する事業 特産品等開発事業費補助金、観光宿泊温泉施設管理事
業、地域づくり事業補助金 3,866万7千円

34託委討検想構用活防砂業事るす進推が長村 8万9千円

全ての住民が安心して暮らせる
仕組みづくりに関する事業 円万014金助補営運ブラクツーポス域地型合総

子どもたちの自然体験活動に関
する事業

子ども自然体験教育プログラム事業、児童生徒スキー
シーズン券貸与事業、ジュニアスキー指導委託料 1,464万4千円

登山道・遊歩道及びトイレ等の
環境整備に関する事業 74,5業事備整道の塩、業事理管園公立国 4万8千円

円万05業事ムラグロプ育教験体然自もど子税納とさるふ版業企

豊かな村づくりに

関する事業 ／2,268件

1億855万9,500円

豊かな暮らしづくりに

関する事業 ／240件

1,059万5,000円

全ての住民が安心して暮らせる

仕組みづくりに関する事業

270件／ 1,016万9,500円

登山道、遊歩道及び

トイレ等の環境整備に

関する事業 ／1,337件

6,382万2,000円

子どもたちの自然体験活動に

関する事業 ／1,247件

6,037万7,500円

その他村長が推進する事業

398件／ 2,183万5,500円

（5,760件）

2億 7,535万
          9,000円
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小谷村
　令和５年10月２日より、小谷村の自治体マイナポイント事業を実施します。
　自治体マイナポイント事業は、国が実施していたマイナポイント事業と同じ仕
組みを使い、小谷村が独自でマイナポイントを付与する事業です。
　なお、選択できる決済サービス事業者に制限がありますので、事前に対象とな
る決済サービスをご準備いただく必要があります。

■申請期間　令和５年10月２日（月）～令和６年１月25日（木）
■付与ポイント額　１人につき、2,000円分のポイント
■付与対象者　ポイント申込み時点で、次の要件を満たす方が対象となります。
　・小谷村に住民票があること　・マイナンバーカードを取得済みであること
　※令和５年12月31日まで上記の条件を満たしている必要があります。

　　マイナンバーカードをお持ちでない方でも、令和５年12月31日までにマイナンバーカードを取得いただくことでポイントを受
取りいただくことができます。本事業のご利用を検討されている方は、すみやかにカード発行申請していただくことをお勧めい
たします。また、令和５年12月31日までに住民となっている必要がありますのでご注意ください。

■お問い合わせ　総務課企画財政係 　　82‐2038 　　kikakuzaisei@vill.otari.lg.jp

お申込みに必要なもの
　１．マイナンバーカード   　２．マイナンバーカード申請時に設定した４桁の暗証番号
　３．決済サービスIDとセキュリティーコード 　４．E-mailアドレス

① マイナポータルアプリをインストール
② マイナポータルアプリを開き、「登録・ログイン」をタッ

プ
③ マイナンバーカードのパスワード（数字４）桁を入力

し、「次へ」をタップ
④ マイナンバーカードに携帯電話を置き、「読み取り開

始」をタップ
⑤ ログインし、マイナポータルTOP画面から「もっとつ

ながる」をタップ

① 【わたしのウォレット】TOPページの「小谷村自治体マイナポイント事業」
をタップ

② 希望の決済サービスを選択（楽天ペイ又はnanaco）
③ 決済サービスID、セキュリティコードを入力し、「入力内容確認」をタップ
④ 内容に誤りが無ければ、「確定」をタップ
⑤ マイナンバーカードのパスワード（数字4）桁を入力し、「次へ」をタップ
⑥ マイナンバーカードに携帯電話を置き、「読み取り開始」をタップ
⑦ 「自治体マイナポイント申込へ」をタップ
⑧ 申請するポイント数を入力し、「自治体マイナポイント利用規約に同意します」

にチェックし、「申込内容確認」をタップ
⑨ 表示された内容に誤りが無ければ「申込確定」をタップ
⑩ 「自治体マイナポイント申込完了」が表示されたら完了です

選択できる決済サービス事業者

（1）マイナポータルアプリを取得、登録→ e‐私書箱→わたしのウォレットへ

（2）小谷村の自治体マイナポイント事業に申請

⑥ 「e‐私書箱（野村総合研究所）」の「つなぐ」をタップ
⑦ 「同意」をタップし、新規登録をすすめます
⑧ 「e‐私書箱」の新規登録に際し、マイナンバーカード

のパスワード入力、読み取り、ご自身のE-mailアドレ
スを登録します

⑨ 新規登録後、「e‐私書箱」内の「わたしのウォレット」
をタップ

⑩ 【わたしのウォレット】TOPページ

お申込みの流れ

又は

マイナポータルアプリ マイナポータルにログイン パスワード入力 マイナンバーカード読み取り

マイナポータルTOPもっとつながるe-私書箱TOPわたしのウォレットTOP

わたしのウォレットTOP

施策申込状況 自治体マイナポイント申込 決済サービス情報確認 マイナンバーカード読み取り

決済サービス設定完了自治体マイナポイント申込申込内容確認自治体マイナポイント申込完了
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　なお、選択できる決済サービス事業者に制限がありますので、事前に対象とな
る決済サービスをご準備いただく必要があります。

■申請期間　令和５年10月２日（月）～令和６年１月25日（木）
■付与ポイント額　１人につき、2,000円分のポイント
■付与対象者　ポイント申込み時点で、次の要件を満たす方が対象となります。
　・小谷村に住民票があること　・マイナンバーカードを取得済みであること
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② マイナポータルアプリを開き、「登録・ログイン」をタッ

プ
③ マイナンバーカードのパスワード（数字４）桁を入力

し、「次へ」をタップ
④ マイナンバーカードに携帯電話を置き、「読み取り開

始」をタップ
⑤ ログインし、マイナポータルTOP画面から「もっとつ

ながる」をタップ
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
皆
さ
ん
日
々
の
運
動
は
で
き
て

い
ま
す
か
？
体
力
不
足
を
感
じ
た

り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

介
護
予
防
は
元
気
な
う
ち
か
ら
は

じ
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　 

‘Ｓ
’
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ク
ラ
ブ
小

谷
で
は
「
快
運
筋
活
ク
ラ
ブ
」
を

開
催
し
ま
す
。

　
健
康
運
動
指
導
士
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

体
力
向
上
に
取
り
組
む
、
い
つ
ま

で
も
生
き
生
き
と
過
ご
す
た
め
の

運
動
教
室
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

 

応
募
の
条
件
等

 

・
65
歳
以
上
で
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

に
て
該
当
し
た
方
に
限
り
ま

す
。

 

・
初
回
申
し
込
み
の
方
優
先
で
す

が
、
過
去
に
参
加
し
た
こ
と
が

あ
る
方
で
も
申
し
込
み
可
能
で

す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
新
規
の

方
や
参
加
回
数
の
少
な
い
方
を

優
先
し
た
う
え
で
抽
選
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
参
加
を
ご
希
望
の
方
、
ご
不
明

な
点
な
ど
あ
る
方
は
左
記
ま
で
お

気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
８
２
‐
３
１
３
５

   

‘Ｓ
’ウ
ェ
ル
ネ
ス
ク
ラ
ブ
小
谷

　
　
７
１
‐
６
６
２
２

快
運
筋
活
ク
ラ
ブ
参
加
者
募
集

(1)
　
こ
の
条
例
の
目
的
は
？

　
こ
の
条
例
は
、
小
谷
村
の
環
境

を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
村
づ
く
り

及
び
清
潔
で
美
し
い
村
づ
く
り
を

図
る
た
め
、
住
民
、
事
業
者
、
所

有
者
等
及
び
村
が
協
働
し
て
良
好

な
環
境
を
守
り
、
育
て
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
の
認
識
の
下

に
、
魅
力
あ
る
景
観
の
保
全
と
環

境
美
化
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を

定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
清
潔
で
住

み
や
す
い
村
づ
く
り
を
目
指
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

(2)
　
こ
の
条
例
は
誰
に
何
を
禁
じ

て
い
る
の
で
す
か
？

　
こ
の
条
例
で
対
象
と
さ
れ
る
人

は
、
村
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る
人
及
び
滞
在
や
通
過
す
る

人
で
す
。
禁
止
さ
れ
る
の
は
、①

ポ
イ
捨
て
及
び
不
法
投
棄
②
公
共

の
場
所
及
び
他
人
が
所
有
や
管
理

す
る
場
所
で
、
飼
い
犬
飼
い
猫
そ

の
他
の
飼
育
動
物
を
遺
棄
す
る
こ

と
で
す
。

　
ポ
イ
捨
て
と
は
、
空
き
缶
、
空

き
瓶
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
、
紙

く
ず
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
等
こ
れ

に
類
す
る
も
の
（
以
下
、「
空
き

缶
等
」と
い
い
ま
す
。）を
ご
み
箱
、

回
収
容
器
そ
の
他
の
定
め
ら
れ
た

場
所
以
外
に
み
だ
り
に
捨
て
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
と
は
、
空
き
缶
等
以

外
の
廃
棄
物
（「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
第
２

条
第
１
項
に
規
定
す
る
廃
棄
物
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。）
や
自
動
車

等
を
「
正
当
な
権
限
に
基
づ
き
置

く
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
場
所
」
以

外
に
投
棄
又
は
放
置
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。

(3)
　
も
し
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄

等
を
し
た
ら
ど
う
な
る
の
？

　
も
し
(2)
の
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投

棄
等
が
あ
っ
た
場
合
、
村
で
は
職

員
が
調
査
し
て
、
ポ
イ
捨
て
や
不

法
投
棄
等
し
た
人
に
対
し
て
、
期

限
を
定
め
て
是
正
す
る
よ
う
「
指

導
及
び
勧
告
」
を
し
ま
す
。「
指

導
及
び
勧
告
」
が
守
ら
れ
な
い
と

小
谷
村
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
が

施
行
さ
れ
ま
し
た

き
は
、
期
限
を
定
め
て
「
指
導
及

び
勧
告
」
に
従
う
よ
う
「
命
令
」

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
正
当

な
理
由
が
な
く
「
命
令
」
が
守
ら

れ
な
い
場
合
は
、
そ
の
事
実
を
公

表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

「
命
令
」
に
違
反
し
た
人
は
５
万

円
の
過
料
（
罰
金
）
に
処
せ
ら
れ

ま
す
。（
過
料
に
つ
い
て
は
、
令

和
５
年
10
月
１
日
以
降
の
適
用
と

な
り
ま
す
。）

　
さ
ら
に
村
は
必
要
に
応
じ
て
関

係
団
体
と
連
携
し
て
対
応
し
ま

す
。
関
係
団
体
と
は
国
、
県
、
他

の
自
治
体
、
警
察
、
自
治
組
織
、

学
校
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
を

指
し
ま
す
。
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投

棄
等
は
犯
罪
で
す
の
で
、
実
際
に

は
警
察
や
県
の
機
関
と
と
も
に
対

応
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
こ
の

条
例
だ
け
で
な
く
関
係
法
令
に
よ

り
処
罰
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
懲
役
刑
や
多
額
の
罰
金
刑

が
課
さ
れ
る
場
合
や
そ
の
両
方
が

課
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
お
互
い
に
清
潔
で
住
み
や
す
い

村
づ
く
り
の
た
め
、
ポ
イ
捨
て
や

不
法
投
棄
等
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
住
民
福
祉
課
住
民
係

（
　
８
２
‐
２
５
８
１
）
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
「
小
谷
村
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
」
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　「
改
正
動
物
愛
護
管
理
法
」
の

施
行
に
よ
り
、
令
和
４
年
６
月
か

ら
販
売
さ
れ
る
犬
や
猫
へ
の
マ
イ

ク
ロ
チ
ッ
プ
の
装
着
・
登
録
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
を
装
着
し
た
犬
や
猫
を
迎

え
入
れ
た
飼
い
主
の
方
は
環
境
省

サ
イ
ト
よ
り
情
報
登
録
・
変
更
を

お
願
い
し
ま
す
。

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
し
た

犬
や
猫
を
迎
え
入
れ
た
飼
い
主
の
方
へ

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後

90
日
を
超
え
た
犬
は
毎
年
１
回
、

狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
村
内
集
合
注
射
は
す

で
に
終
了
し
て
い
ま
す
の
で
、
動

物
病
院
で
の
接
種
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

※
犬
を
飼
わ
れ
た
場
合
、
小

谷
村
で
は
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
を
犬
の
鑑
札
と
み
な
す

狂
犬
病
予
防
法
の
特
例
制

度
に
参
加
を
し
て
い
ま
せ

ん
。
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
情

報
登
録
と
は
別
に
従
来
ど

お
り
役
場
住
民
係
に
て
犬

の
登
録
申
請
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射

未
接
種
犬
の

飼
い
主
の
方
へ

https://reg.mc.
env.go.jp

　
小
谷
村
教
育
委
員
会
で
は
高
等

学
校
等
に
在
学
し
て
い
る
生
徒
の

保
護
者
を
対
象
に
子
育
て
応
援
助

成
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
下
記
の
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ

き
、
対
象
と
な
る
方
は
申
請
書
に

必
要
な
書
類
を
添
え
期
日
ま
で
に

小
谷
村
教
育
委
員
会 

総
務
学
校

係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　
小
谷
中
学
校
又
は
県
内
特
別
支

援
学
校
中
等
部
若
し
く
は
県
内
の

公
立
及
び
私
立
中
高
一
貫
校
前
期

課
程
を
卒
業
し
、
高
等
学
校
等
に

在
学
し
て
い
る
生
徒
の
保
護
者
。

（
保
護
者
は
村
内
に
住
所
を
有
す

る
こ
と
。）

●
対
象
期
間

　
高
等
学
校
等
在
学
　
３
年
以
内

●
助
成
金
額

　
３
０
，
０
０
０
円
／
１
人
・
年

１
回

●
提
出
書
類

　
申
請
書
及
び
10
月
１
日
以
降
の

在
学
証
明
書

●
申
請
書
提
出
期
限

　
令
和
５
年
10
月
20
日
（
金
）（
必

ず
10
月
１
日
以
降
の
在
学
証
明
書

を
添
え
て
く
だ
さ
い
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
教
育
委
員
会

　
総
務
学
校
係

　
　
８
２
‐
３
９
８
１

小
谷
村
高
等
学
校
等
子
育
て
応
援
助
成
金

申
請
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

●
開
催
期
間

　
令
和
５
年
11
月
６
日（
月
）～

　
令
和
６
年
２
月
19
日（
月
）

　
全
15
回
（
祝
日
含
む
）

●
開
催
日
時

　
毎
週
月
曜
日

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

●
料
金
　
1
回
３
５
０
円

●
送
迎
　
あ
り

（
希
望
者
に
は
自
宅
ま
で
の
送

迎
が
可
能
で
す
）

　
東
京
調
布
市
に
あ
る
「
ク
ッ
キ

ン
グ
ハ
ウ
ス
」
は
、
36
年
も
の
長

い
間
に
渡
り
、
常
に
弱
い
人
の
立

場
に
立
っ
て
考
え
、
心
に
寄
り
添

い
、
心
に
辛
さ
や
生
き
難
さ
を
抱

え
た
人
た
ち
が
、
安
心
し
て
自
分

ら
し
さ
を
取
り
戻
せ
て
い
け
る

「
心
の
居
場
所
」
と
し
て
、
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
も
休
ま
ず
安
心
を

届
け
て
い
る
居
場
所
で
す
。
一
人

一
人
が
自
分
自
身
を
大
切
に
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
可
能
性
に
向
か
っ

て
生
き
て
行
く
力
を
取
り
戻
し
、

優
し
い
人
間
関
係
や
福
祉
文
化
を

創
り
出
し
て
い
る
居
場
所
で
す
。

　
小
谷
村
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
流
行
前
に
「
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
を
共
に
学
ぼ
う
」
と
、

ク
ッ
キ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
方
々
が
、

１
泊
２
日
の
学
び
を
10
年
以
上
に

渡
っ
て
続
け
て
き
ま
し
た
。
感
染

症
の
影
響
で
一
時
中
断
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
で
し
た
が
、
今
年
は

代
表
の
松
浦
幸
子
さ
ん
を
お
呼
び

し
て
、
今
ま
で
の
大
切
な
学
び
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
地
域
の
中
に

安
心
で
き
る
居
場
所
を
ど
う
し
た

ら
作
っ
て
い
け
る
の
か
、
松
浦
さ

ん
が
実
践
さ
れ
て
き
た
経
験
か
ら

多
く
の
事
を
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
、
今
後
に
向
け
て
共
に
学
び
を

深
め
合
っ
て
い
け
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
。

■
日
　
時

 

・
11
月
１
日
（
水
）

　
午
後
２
時
か
ら
４
時
30
分

　（
休
憩
含
め
）

 

・
11
月
２
日
（
木
）

　
午
前
10
時
か
ら
12
時
30
分

　（
休
憩
含
め
）

■
場
　
所

　
小
谷
村
役
場
２
階

　
２
０
１
会
議
室

■
参
加
費
　
無
料

■
定
　
員

　
30
名
（
定
員
に
達
し
次
第
締
め

切
り
ま
す
）

■
申
し
込
み

　
10
月
25
日
（
水
）
ま
で
に
住
民

福
祉
課
健
康
推
進
係
ま
で
（
　
８

２
‐
２
５
７
０
）

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
市
民
大
学
の
お
知
ら
せ

４
年
ぶ
り
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
市
民
大
学
を
開
催
し
ま
す
。
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
皆
さ
ん
日
々
の
運
動
は
で
き
て

い
ま
す
か
？
体
力
不
足
を
感
じ
た

り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

介
護
予
防
は
元
気
な
う
ち
か
ら
は

じ
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　 

‘Ｓ
’
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ク
ラ
ブ
小

谷
で
は
「
快
運
筋
活
ク
ラ
ブ
」
を

開
催
し
ま
す
。

　
健
康
運
動
指
導
士
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

体
力
向
上
に
取
り
組
む
、
い
つ
ま

で
も
生
き
生
き
と
過
ご
す
た
め
の

運
動
教
室
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

 

応
募
の
条
件
等

 

・
65
歳
以
上
で
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

に
て
該
当
し
た
方
に
限
り
ま

す
。

 
・
初
回
申
し
込
み
の
方
優
先
で
す

が
、
過
去
に
参
加
し
た
こ
と
が

あ
る
方
で
も
申
し
込
み
可
能
で

す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
新
規
の

方
や
参
加
回
数
の
少
な
い
方
を

優
先
し
た
う
え
で
抽
選
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
参
加
を
ご
希
望
の
方
、
ご
不
明

な
点
な
ど
あ
る
方
は
左
記
ま
で
お

気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
８
２
‐
３
１
３
５

   

‘Ｓ
’ウ
ェ
ル
ネ
ス
ク
ラ
ブ
小
谷

　
　
７
１
‐
６
６
２
２

快
運
筋
活
ク
ラ
ブ
参
加
者
募
集

(1)
　
こ
の
条
例
の
目
的
は
？

　
こ
の
条
例
は
、
小
谷
村
の
環
境

を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
村
づ
く
り

及
び
清
潔
で
美
し
い
村
づ
く
り
を

図
る
た
め
、
住
民
、
事
業
者
、
所

有
者
等
及
び
村
が
協
働
し
て
良
好

な
環
境
を
守
り
、
育
て
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
の
認
識
の
下

に
、
魅
力
あ
る
景
観
の
保
全
と
環

境
美
化
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を

定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
清
潔
で
住

み
や
す
い
村
づ
く
り
を
目
指
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

(2)
　
こ
の
条
例
は
誰
に
何
を
禁
じ

て
い
る
の
で
す
か
？

　
こ
の
条
例
で
対
象
と
さ
れ
る
人

は
、
村
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る
人
及
び
滞
在
や
通
過
す
る

人
で
す
。
禁
止
さ
れ
る
の
は
、①

ポ
イ
捨
て
及
び
不
法
投
棄
②
公
共

の
場
所
及
び
他
人
が
所
有
や
管
理

す
る
場
所
で
、
飼
い
犬
飼
い
猫
そ

の
他
の
飼
育
動
物
を
遺
棄
す
る
こ

と
で
す
。

　
ポ
イ
捨
て
と
は
、
空
き
缶
、
空

き
瓶
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
、
紙

く
ず
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
等
こ
れ

に
類
す
る
も
の
（
以
下
、「
空
き

缶
等
」と
い
い
ま
す
。）を
ご
み
箱
、

回
収
容
器
そ
の
他
の
定
め
ら
れ
た

場
所
以
外
に
み
だ
り
に
捨
て
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
と
は
、
空
き
缶
等
以

外
の
廃
棄
物
（「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
第
２

条
第
１
項
に
規
定
す
る
廃
棄
物
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。）
や
自
動
車

等
を
「
正
当
な
権
限
に
基
づ
き
置

く
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
場
所
」
以

外
に
投
棄
又
は
放
置
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。

(3)
　
も
し
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄

等
を
し
た
ら
ど
う
な
る
の
？

　
も
し
(2)
の
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投

棄
等
が
あ
っ
た
場
合
、
村
で
は
職

員
が
調
査
し
て
、
ポ
イ
捨
て
や
不

法
投
棄
等
し
た
人
に
対
し
て
、
期

限
を
定
め
て
是
正
す
る
よ
う
「
指

導
及
び
勧
告
」
を
し
ま
す
。「
指

導
及
び
勧
告
」
が
守
ら
れ
な
い
と

小
谷
村
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
が

施
行
さ
れ
ま
し
た

き
は
、
期
限
を
定
め
て
「
指
導
及

び
勧
告
」
に
従
う
よ
う
「
命
令
」

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
正
当

な
理
由
が
な
く
「
命
令
」
が
守
ら

れ
な
い
場
合
は
、
そ
の
事
実
を
公

表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

「
命
令
」
に
違
反
し
た
人
は
５
万

円
の
過
料
（
罰
金
）
に
処
せ
ら
れ

ま
す
。（
過
料
に
つ
い
て
は
、
令

和
５
年
10
月
１
日
以
降
の
適
用
と

な
り
ま
す
。）

　
さ
ら
に
村
は
必
要
に
応
じ
て
関

係
団
体
と
連
携
し
て
対
応
し
ま

す
。
関
係
団
体
と
は
国
、
県
、
他

の
自
治
体
、
警
察
、
自
治
組
織
、

学
校
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
を

指
し
ま
す
。
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投

棄
等
は
犯
罪
で
す
の
で
、
実
際
に

は
警
察
や
県
の
機
関
と
と
も
に
対

応
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
こ
の

条
例
だ
け
で
な
く
関
係
法
令
に
よ

り
処
罰
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
懲
役
刑
や
多
額
の
罰
金
刑

が
課
さ
れ
る
場
合
や
そ
の
両
方
が

課
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
お
互
い
に
清
潔
で
住
み
や
す
い

村
づ
く
り
の
た
め
、
ポ
イ
捨
て
や

不
法
投
棄
等
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
住
民
福
祉
課
住
民
係

（
　
８
２
‐
２
５
８
１
）
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
「
小
谷
村
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
」
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　「
改
正
動
物
愛
護
管
理
法
」
の

施
行
に
よ
り
、
令
和
４
年
６
月
か

ら
販
売
さ
れ
る
犬
や
猫
へ
の
マ
イ

ク
ロ
チ
ッ
プ
の
装
着
・
登
録
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
を
装
着
し
た
犬
や
猫
を
迎

え
入
れ
た
飼
い
主
の
方
は
環
境
省

サ
イ
ト
よ
り
情
報
登
録
・
変
更
を

お
願
い
し
ま
す
。

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
し
た

犬
や
猫
を
迎
え
入
れ
た
飼
い
主
の
方
へ

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後

90
日
を
超
え
た
犬
は
毎
年
１
回
、

狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
村
内
集
合
注
射
は
す

で
に
終
了
し
て
い
ま
す
の
で
、
動

物
病
院
で
の
接
種
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

※
犬
を
飼
わ
れ
た
場
合
、
小

谷
村
で
は
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
を
犬
の
鑑
札
と
み
な
す

狂
犬
病
予
防
法
の
特
例
制

度
に
参
加
を
し
て
い
ま
せ

ん
。
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
情

報
登
録
と
は
別
に
従
来
ど

お
り
役
場
住
民
係
に
て
犬

の
登
録
申
請
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射

未
接
種
犬
の

飼
い
主
の
方
へ

https://reg.mc.
env.go.jp

　
小
谷
村
教
育
委
員
会
で
は
高
等

学
校
等
に
在
学
し
て
い
る
生
徒
の

保
護
者
を
対
象
に
子
育
て
応
援
助

成
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
下
記
の
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ

き
、
対
象
と
な
る
方
は
申
請
書
に

必
要
な
書
類
を
添
え
期
日
ま
で
に

小
谷
村
教
育
委
員
会 

総
務
学
校

係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　
小
谷
中
学
校
又
は
県
内
特
別
支

援
学
校
中
等
部
若
し
く
は
県
内
の

公
立
及
び
私
立
中
高
一
貫
校
前
期

課
程
を
卒
業
し
、
高
等
学
校
等
に

在
学
し
て
い
る
生
徒
の
保
護
者
。

（
保
護
者
は
村
内
に
住
所
を
有
す

る
こ
と
。）

●
対
象
期
間

　
高
等
学
校
等
在
学
　
３
年
以
内

●
助
成
金
額

　
３
０
，
０
０
０
円
／
１
人
・
年

１
回

●
提
出
書
類

　
申
請
書
及
び
10
月
１
日
以
降
の

在
学
証
明
書

●
申
請
書
提
出
期
限

　
令
和
５
年
10
月
20
日
（
金
）（
必

ず
10
月
１
日
以
降
の
在
学
証
明
書

を
添
え
て
く
だ
さ
い
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
教
育
委
員
会

　
総
務
学
校
係

　
　
８
２
‐
３
９
８
１

小
谷
村
高
等
学
校
等
子
育
て
応
援
助
成
金

申
請
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

●
開
催
期
間

　
令
和
５
年
11
月
６
日（
月
）～

　
令
和
６
年
２
月
19
日（
月
）

　
全
15
回
（
祝
日
含
む
）

●
開
催
日
時

　
毎
週
月
曜
日

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

●
料
金
　
1
回
３
５
０
円

●
送
迎
　
あ
り

（
希
望
者
に
は
自
宅
ま
で
の
送

迎
が
可
能
で
す
）

　
東
京
調
布
市
に
あ
る
「
ク
ッ
キ

ン
グ
ハ
ウ
ス
」
は
、
36
年
も
の
長

い
間
に
渡
り
、
常
に
弱
い
人
の
立

場
に
立
っ
て
考
え
、
心
に
寄
り
添

い
、
心
に
辛
さ
や
生
き
難
さ
を
抱

え
た
人
た
ち
が
、
安
心
し
て
自
分

ら
し
さ
を
取
り
戻
せ
て
い
け
る

「
心
の
居
場
所
」
と
し
て
、
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
も
休
ま
ず
安
心
を

届
け
て
い
る
居
場
所
で
す
。
一
人

一
人
が
自
分
自
身
を
大
切
に
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
可
能
性
に
向
か
っ

て
生
き
て
行
く
力
を
取
り
戻
し
、

優
し
い
人
間
関
係
や
福
祉
文
化
を

創
り
出
し
て
い
る
居
場
所
で
す
。

　
小
谷
村
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
流
行
前
に
「
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
を
共
に
学
ぼ
う
」
と
、

ク
ッ
キ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
方
々
が
、

１
泊
２
日
の
学
び
を
10
年
以
上
に

渡
っ
て
続
け
て
き
ま
し
た
。
感
染

症
の
影
響
で
一
時
中
断
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
で
し
た
が
、
今
年
は

代
表
の
松
浦
幸
子
さ
ん
を
お
呼
び

し
て
、
今
ま
で
の
大
切
な
学
び
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
地
域
の
中
に

安
心
で
き
る
居
場
所
を
ど
う
し
た

ら
作
っ
て
い
け
る
の
か
、
松
浦
さ

ん
が
実
践
さ
れ
て
き
た
経
験
か
ら

多
く
の
事
を
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
、
今
後
に
向
け
て
共
に
学
び
を

深
め
合
っ
て
い
け
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
。

■
日
　
時

 

・
11
月
１
日
（
水
）

　
午
後
２
時
か
ら
４
時
30
分

　（
休
憩
含
め
）

 

・
11
月
２
日
（
木
）

　
午
前
10
時
か
ら
12
時
30
分

　（
休
憩
含
め
）

■
場
　
所

　
小
谷
村
役
場
２
階

　
２
０
１
会
議
室

■
参
加
費
　
無
料

■
定
　
員

　
30
名
（
定
員
に
達
し
次
第
締
め

切
り
ま
す
）

■
申
し
込
み

　
10
月
25
日
（
水
）
ま
で
に
住
民

福
祉
課
健
康
推
進
係
ま
で
（
　
８

２
‐
２
５
７
０
）

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
市
民
大
学
の
お
知
ら
せ

４
年
ぶ
り
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
市
民
大
学
を
開
催
し
ま
す
。
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今
回
の
テ
ー
マ
は
「
前
立
腺
が
ん
」
に
つ
い
て
で
す

ま
め
ま
め
知
識
№115№115

　
今
年
は
残
暑
が
厳
し
い
そ
う
で

す
が
、
実
り
の
秋
、
食
欲
の
秋
、

運
動
の
秋
が
や
っ
て
き
ま
す
。
こ

の
中
で
も
運
動
の
秋
、
皆
さ
ん
は

習
慣
的
に
運
動
が
で
き
て
い
ま
す

か
？
し
な
き
ゃ
と
思
う
け
ど
な
か

な
か
…
と
い
う
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
驚
く
こ
と
に
厚
生
労
働
省
に
よ

れ
ば
、
運
動
不
足
に
よ
る
国
内
の

死
亡
者
数
は
、
喫
煙
、
高
血
圧
に

次
ぐ
第
３
位
で
そ
の
数
は
年
間
約

５
万
人
に
及
ぶ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
３
年
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
の
在
宅

勤
務
の
た
め
運
動
不
足
で
体
力
・

筋
力
が
低
下
し
て
い
る
人
が
増
え

て
い
ま
す
。
特
に
テ
レ
ワ
ー
ク
の

普
及
が
、
出
勤
す
る
こ
と
自
体
が

運
動
と
な
っ
て
い
た
人
た
ち
に

と
っ
て
大
き
な
活
動
量
減
少
と
な

り
、
筋
力
低
下
→
姿
勢
の
悪
化
→

血
流
が
悪
く
な
る
→
体
内
の
疲
労

物
質
が
滞
る
→
気
分
が
落
ち
込
み

や
す
く
な
る
と
い
う
負
の
ス
パ
イ

ラ
ル
に
陥
り
や
す
く
さ
せ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
運
動
不
足
は
心

身
に
不
調
を
き
た
す
リ
ス
ク
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
筋
力
が
低
下
す

る
と
疲
れ
易
く
な
り
、
血
流
が
悪

く
な
る
と
頭
痛
な
ど
の
原
因
に
も

な
り
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
等
の
事
務

作
業
で
脳
を
酷
使
し
て
い
て
も
身

体
が
疲
れ
て
い
な
い
と
、
心
身
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
睡
眠
障
害
に

繋
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
誰
で
も
手
軽
に
取
り
組
み
や
す

い
運
動
と
言
え
ば
歩
く
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
歩
く
こ
と
の

有
効
性
は
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
運
動
を
し
な
く
な
る
と
筋
肉
が

衰
え
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
実
は

衰
え
る
の
は
筋
肉
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
脳
に
は
様
々
な
機
能
が

あ
り
、
運
動
を
し
な
く
な
る
と
、

そ
う
し
た
脳
の
機
能
は
運
動
を
司

る
部
分
以
外
に
も
不
具
合
を
生
じ

て
き
ま
す
。

　
脳
と
足
の
関
係
、
運
動
不
足
が

招
く
脳
機
能
の
不
具
合
と
身
体
の

不
調
に
つ
い
て
は
深
い
関
係
が
あ

り
ま
す
。
脳
に
は
１
０
０
０
億
個

の
神
経
細
胞
が
存
在
し
、
機
能
別

に
８
つ
の
系
統
に
分
か
れ
て
お

り
、
思
考
系
、
感
情
系
、
伝
達
系
、

理
解
系
、
聴
覚
系
、
視
覚
系
、
記

憶
系
、
最
後
に
運
動
系
が
こ
れ
ら

に
ま
た
が
る
よ
う
な
形
で
分
布
し

て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
運
動
系
は

全
て
の
領
域
と
関
わ
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
が
歩
く
時
に
は
、
た
だ
単
に

足
を
動
か
し
て
い
る
だ
け
で
は
な

く
、
様
々
な
情
報
や
刺
激
を
得
て

い
る
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の
刺
激

で
脳
は
成
長
が
促
さ
れ
る
の
で

す
。

　
歩
け
ば
歩
く
ほ
ど
、
脳
が
活
性

化
さ
れ
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
は

逆
に
言
え
ば
歩
か
な
け
れ
ば
歩
か

な
い
ほ
ど
、
脳
の
元
気
や
健
や
か

さ
が
失
わ
れ
て
い
く
と
い
う
事
で

す
。

　
さ
て
、
小
谷
村
ま
め
っ
て
ぇ
お

た
り
21
推
進
委
員
会
で
も
、
生
涯

を
持
っ
て
健
康
で
過
ご
す
た
め
の

運
動
部
門
の
目
標
と
し
て
以
下
２

つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

①
40
歳
～
74
歳
の
方
で
『
日
常
生

活
に
お
い
て
歩
行
ま
た
は
同
等

の
身
体
活
動
を
１
日
１
時
間
以

上
実
施
す
る
者
の
割
合
。
男
性

50
％
以
上
、
女
性
60
％
以
上
』

　
現
状
値

【
40
～
64
歳
】
男
性
59
・
３
％
、

女
性
58
・
１
％

【
～
74
歳
】
男
性
54
・
５
％
、

女
性
68
・
６
％
（
Ｒ
２
）

　
と
な
っ
て
お
り
、
64
歳
以
下
の

女
性
で
目
標
達
成
で
き
て
い
ま
せ

ん
。

②
40
歳
～
74
歳
の
方
で
『
１
回
30

分
以
上
軽
く
汗
を
か
く
運
動
を

週
２
日
以
上
、
１
年
以
上
実
施

す
る
者
の
割
合
。
40
歳
～
65
歳

以
上
の
方
で
男
女
と
も
30
％
以

上
』

　
現
状
値

【
40
～
64
歳
】
男
性
33
・
９
％
、

女
性
21
・
０
％

【
～
74
歳
】
男
性
31
・
８
％
、
女

性
30
・
２
％
（
Ｒ
２
）

　
と
な
っ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
①

に
同
じ
く
64
歳
以
下
の
女
性
で
目

標
達
成
で
き
て
お
ら
ず
、
64
歳
以

下
の
女
性
に
お
け
る
運
動
習
慣
の

定
着
が
課
題
で
す
。

　
身
体
を
動
か
し
て
、
心
も
身
体

も
健
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
ら
良
い
で
す
よ
ね
。
ぜ
ひ
皆
さ

ん
も
こ
の
夏
に
疲
れ
た
身
体
を
歩

い
た
り
運
動
す
る
こ
と
で
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？
ま
た
、
健
康
の
た
め

に
運
動
を
習
慣
化
で
き
る
と
な
お

良
い
で
す
ね
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　
８
２
‐
２
５
７
０

ヘ
ル
シ
ス
ト
・
コ
ラ
ム
～
毎
日
し
っ
か

り
歩
い
て
脳
か
ら
元
気
に
な
ろ
う
！
～

　
　
　
　
　
　
脳
科
学
者
　
加
藤
俊
徳

参
　
照

（
２
０
１
９
年
「
身
体
活
動
・
運
動
を

通
じ
た
健
康
増
進
の
た
め
の
厚
生
労
働

省
の
取
組
み
」
内
の
「
２
０
０
７
年
の

我
が
国
に
お
け
る
危
険
因
子
に
関
連
す

る
非
感
染
症
疾
病
と
外
因
に
よ
る
死
亡

数
」
と
い
う
デ
ー
タ
）

運
動
不
足
が
死
因
に
!?

運
動
不
足
は
筋
肉
だ
け

で
な
く
脳
も
衰
え
る

　
日
頃
よ
り
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い

た
だ
く
有
害
鳥
獣
の
目
撃
情
報
を

も
と
に
、
村
で
は
猟
友
会
の
協
力

の
も
と
捕
獲
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
令
和
５
年
１
月
か
ら
の
捕
獲
状

況
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

（
令
和
５
年
９
月
15
日
現
在
）

●
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

　
21
頭
（
昨
年
同
時
期
　
６
頭
）

●
イ
ノ
シ
シ

　
９
頭
（
昨
年
同
時
期
　
６
頭
）

●
ニ
ホ
ン
ジ
カ

　
８
頭
（
昨
年
同
時
期
　
17
頭
）

●
ニ
ホ
ン
ザ
ル

　
31
頭
（
昨
年
同
時
期
　
３
頭
）

※
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
・
イ
ノ
シ
シ
・

ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
捕
獲
数
が
昨
年

を
上
回
る
捕
獲
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。（
昨
年
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ

は
、
残
雪
が
多
か
っ
た
２
月
の

狩
猟
期
間
明
け
か
ら
３
月
に
か

け
て
の
期
間
で
16
頭
の
捕
獲
を

行
い
ま
し
た
。）

 

【
村
民
の
皆
さ
ま
へ
お
願
い
】

※
捕
獲
の
た
め
の
「
檻
」
や
「
く

く
り
わ
な
」
は
、
危
険
で
す
の

で
触
れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

※
万
一
、
檻
や
、
わ
な
に
獣
類
が

捕
獲
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
危

険
で
す
の
で
絶
対
に
近
づ
か
な

い
で
く
だ
さ
い
。

※
猟
友
会
員
に
よ
る
日
頃
か
ら
の

檻
や
、
わ
な
の
見
回
り
、
捕
獲

獣
類
の
対
応
な
ど
の
た
め
、
個

人
敷
地
内
へ
の
立
入
り
等
、
捕

獲
取
組
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
有
害
捕
獲
は
狩
猟
期
間
前
の
11

月
14
日
ま
で
実
施
し
ま
す
。
栗

や
柿
な
ど
が
実
る
時
期
と
な

り
、
集
落
へ
の
野
生
動
物
の
出

没
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ク
マ
や

サ
ル
な
ど
野
生
動
物
を
目
撃
さ

令
和
５
年
度 

有
害
鳥
獣
捕
獲
に
つ
い
て

れ
た
ら
役
場
農
林
係
ま
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
例
年
に
比
べ
、
人
家
や
田
畑
へ

の
ク
マ
の
出
没
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
キ
ノ
コ
狩
り
や
農

作
業
、
夜
間
の
外
出
の
際
に
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
引
き
続
き
皆
様
の
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
役
場
農
林
係

　　

８
２
‐
２
５
８
８

①
職
種
・
募
集
人
員

　
一
般
行
政
（
初
級
）
…
若
干
名

　
社
会
福
祉
士
　
　
　
…
若
干
名

②
受
験
資
格

 

・
日
本
国
籍
を
有
す
る
人

 

・
一
般
行
政
（
高
卒
程
度
）

　
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に
出

生
し
、
高
校
卒
業
又
は
令
和
６
年

３
月
卒
業
見
込
み
の
人
。
短
大
、

専
門
学
校
又
は
大
学
等
卒
業
（
見

込
み
）
の
人
や
社
会
人
も
受
験
で

き
ま
す
。

 

・
社
会
福
祉
士

　
昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
社
会
福
祉
士
の
資

格
を
有
す
る
人
。
ま
た
、
民
間
企

業
等
に
お
け
る
職
務
経
験
が
あ
る

人
。

 

・
本
人
が
令
和
６
年
４
月
１
日
以

降
に
小
谷
村
内
に
居
住
を
予
定

し
て
い
る
こ
と
。

③
申
込
受
付
期
間

　
令
和
５
年
７
月
３
日
（
月
）
か

ら
８
月
14
日
（
月
）
ま
で
。（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

　
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
締
切
日

ま
で
に
到
着
し
た
も
の
に
限
り
ま

す
。

④
第
一
次
試
験
日
・
会
場

　
令
和
５
年
９
月
17
日
（
日
）

　
小
谷
村
役
場

※
第
一
次
試
験
の
合
格
発
表
は
10

月
上
旬
で
す
。

⑤
第
二
次
試
験
日
・
会
場

　
令
和
５
年
10
月
22
日
（
日
）
予
定

　
小
谷
村
役
場

⑥
最
終
合
格
発
表

　
第
二
次
試
験
終
了
後
、
合
格
者

に
通
知
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
役
場
　
総
務
課
庶
務
係

　
　

８
２
‐
２
０
２
４

※
募
集
要
綱
は
、
総
務
課
窓
口
又

は
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

●
遺
言
・
相
続
関
係
に
関
し
て

　
遺
言
書
や
遺
産
分
割
協
議
書
の

作
成
、
相
続
財
産
の
調
査
、
家
族

信
託
、
成
年
後
見
制
度
利
用
の
ご

相
談

●
ビ
ジ
ネ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

　
各
種
申
請

　
建
設
業
許
可
、
産
業
廃
棄
物
処

理
業
許
可
、
風
俗
営
業
許
可
、
農

地
転
用
許
可
、
運
送
業
許
可
、
自

動
車
登
録
な
ど
官
公
署
へ
の
申
請

の
ご
相
談

●
外
国
人
の
在
留
資
格

　
外
国
人
の
雇
用
や
呼
び
寄
せ
、

在
留
資
格
の
変
更
・
更
新
・
取
得

な
ど
の
申
請
や
永
住
、
帰
化
の
ご

相
談

●
そ
の
他

　
各
種
契
約
書
や
内
容
証
明
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
必
要
書
類
の
作
成
の

ご
相
談

　
事
前
予
約
も
承
り
ま
す
の
で
、

中
信
支
部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
県
行
政
書
士
会
中
信
支
部

　
　
０
２
６
３
‐
８
７
‐
３
７
９
８

中信支部行政書士無料相談会

相
談
内
容

会場 日　時 場　　所

塩尻
会場

10月13日（金）

午前10時
　～午後３時

塩尻市市民交流センター
（えんぱ一く）
301・304・305号室

（塩尻市大門一番町12-2）

松本
会場

10月14日（土）

午前10時
　～午後３時

松本市勤労者福祉センター　
3-3会議室

（松本市中央四丁目7番26号）

木曽
会場

10月14日（土）

午前10時
　～午後３時

木曽町文化交流センター
小会議室

（木曽町福島5129番地）

安曇野
会場

10月19日（木）

午前10時
　～午後３時

安曇野市役所
211・212・213・214号室

（安曇野市豊科6000番地）

筑北
会場

10月21日（土）

午前10時
　～午後３時

筑北村役場
204・206号室

（東筑摩郡筑北村西条4195）

大北
会場

10月22日（日）

午前10時
　～午後３時

大町市総合福祉センター
第１・第２会議室

（大町市大町1129）

▲民家へ出没したクマ　※村内撮影



広報おたり　令和５年 10 月号（10）（11）　広報おたり　令和５年 10 月号

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
前
立
腺
が
ん
」
に
つ
い
て
で
す

ま
め
ま
め
知
識
№115№115

　
今
年
は
残
暑
が
厳
し
い
そ
う
で

す
が
、
実
り
の
秋
、
食
欲
の
秋
、

運
動
の
秋
が
や
っ
て
き
ま
す
。
こ

の
中
で
も
運
動
の
秋
、
皆
さ
ん
は

習
慣
的
に
運
動
が
で
き
て
い
ま
す

か
？
し
な
き
ゃ
と
思
う
け
ど
な
か

な
か
…
と
い
う
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
驚
く
こ
と
に
厚
生
労
働
省
に
よ

れ
ば
、
運
動
不
足
に
よ
る
国
内
の

死
亡
者
数
は
、
喫
煙
、
高
血
圧
に

次
ぐ
第
３
位
で
そ
の
数
は
年
間
約

５
万
人
に
及
ぶ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
３
年
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
の
在
宅

勤
務
の
た
め
運
動
不
足
で
体
力
・

筋
力
が
低
下
し
て
い
る
人
が
増
え

て
い
ま
す
。
特
に
テ
レ
ワ
ー
ク
の

普
及
が
、
出
勤
す
る
こ
と
自
体
が

運
動
と
な
っ
て
い
た
人
た
ち
に

と
っ
て
大
き
な
活
動
量
減
少
と
な

り
、
筋
力
低
下
→
姿
勢
の
悪
化
→

血
流
が
悪
く
な
る
→
体
内
の
疲
労

物
質
が
滞
る
→
気
分
が
落
ち
込
み

や
す
く
な
る
と
い
う
負
の
ス
パ
イ

ラ
ル
に
陥
り
や
す
く
さ
せ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
運
動
不
足
は
心

身
に
不
調
を
き
た
す
リ
ス
ク
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
筋
力
が
低
下
す

る
と
疲
れ
易
く
な
り
、
血
流
が
悪

く
な
る
と
頭
痛
な
ど
の
原
因
に
も

な
り
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
等
の
事
務

作
業
で
脳
を
酷
使
し
て
い
て
も
身

体
が
疲
れ
て
い
な
い
と
、
心
身
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
睡
眠
障
害
に

繋
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
誰
で
も
手
軽
に
取
り
組
み
や
す

い
運
動
と
言
え
ば
歩
く
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
歩
く
こ
と
の

有
効
性
は
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
運
動
を
し
な
く
な
る
と
筋
肉
が

衰
え
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
実
は

衰
え
る
の
は
筋
肉
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
脳
に
は
様
々
な
機
能
が

あ
り
、
運
動
を
し
な
く
な
る
と
、

そ
う
し
た
脳
の
機
能
は
運
動
を
司

る
部
分
以
外
に
も
不
具
合
を
生
じ

て
き
ま
す
。

　
脳
と
足
の
関
係
、
運
動
不
足
が

招
く
脳
機
能
の
不
具
合
と
身
体
の

不
調
に
つ
い
て
は
深
い
関
係
が
あ

り
ま
す
。
脳
に
は
１
０
０
０
億
個

の
神
経
細
胞
が
存
在
し
、
機
能
別

に
８
つ
の
系
統
に
分
か
れ
て
お

り
、
思
考
系
、
感
情
系
、
伝
達
系
、

理
解
系
、
聴
覚
系
、
視
覚
系
、
記

憶
系
、
最
後
に
運
動
系
が
こ
れ
ら

に
ま
た
が
る
よ
う
な
形
で
分
布
し

て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
運
動
系
は

全
て
の
領
域
と
関
わ
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
が
歩
く
時
に
は
、
た
だ
単
に

足
を
動
か
し
て
い
る
だ
け
で
は
な

く
、
様
々
な
情
報
や
刺
激
を
得
て

い
る
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の
刺
激

で
脳
は
成
長
が
促
さ
れ
る
の
で

す
。

　
歩
け
ば
歩
く
ほ
ど
、
脳
が
活
性

化
さ
れ
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
は

逆
に
言
え
ば
歩
か
な
け
れ
ば
歩
か

な
い
ほ
ど
、
脳
の
元
気
や
健
や
か

さ
が
失
わ
れ
て
い
く
と
い
う
事
で

す
。

　
さ
て
、
小
谷
村
ま
め
っ
て
ぇ
お

た
り
21
推
進
委
員
会
で
も
、
生
涯

を
持
っ
て
健
康
で
過
ご
す
た
め
の

運
動
部
門
の
目
標
と
し
て
以
下
２

つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

①
40
歳
～
74
歳
の
方
で
『
日
常
生

活
に
お
い
て
歩
行
ま
た
は
同
等

の
身
体
活
動
を
１
日
１
時
間
以

上
実
施
す
る
者
の
割
合
。
男
性

50
％
以
上
、
女
性
60
％
以
上
』

　
現
状
値

【
40
～
64
歳
】
男
性
59
・
３
％
、

女
性
58
・
１
％

【
～
74
歳
】
男
性
54
・
５
％
、

女
性
68
・
６
％
（
Ｒ
２
）

　
と
な
っ
て
お
り
、
64
歳
以
下
の

女
性
で
目
標
達
成
で
き
て
い
ま
せ

ん
。

②
40
歳
～
74
歳
の
方
で
『
１
回
30

分
以
上
軽
く
汗
を
か
く
運
動
を

週
２
日
以
上
、
１
年
以
上
実
施

す
る
者
の
割
合
。
40
歳
～
65
歳

以
上
の
方
で
男
女
と
も
30
％
以

上
』

　
現
状
値

【
40
～
64
歳
】
男
性
33
・
９
％
、

女
性
21
・
０
％

【
～
74
歳
】
男
性
31
・
８
％
、
女

性
30
・
２
％
（
Ｒ
２
）

　
と
な
っ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
①

に
同
じ
く
64
歳
以
下
の
女
性
で
目

標
達
成
で
き
て
お
ら
ず
、
64
歳
以

下
の
女
性
に
お
け
る
運
動
習
慣
の

定
着
が
課
題
で
す
。

　
身
体
を
動
か
し
て
、
心
も
身
体

も
健
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
ら
良
い
で
す
よ
ね
。
ぜ
ひ
皆
さ

ん
も
こ
の
夏
に
疲
れ
た
身
体
を
歩

い
た
り
運
動
す
る
こ
と
で
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？
ま
た
、
健
康
の
た
め

に
運
動
を
習
慣
化
で
き
る
と
な
お

良
い
で
す
ね
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　
８
２
‐
２
５
７
０

ヘ
ル
シ
ス
ト
・
コ
ラ
ム
～
毎
日
し
っ
か

り
歩
い
て
脳
か
ら
元
気
に
な
ろ
う
！
～

　
　
　
　
　
　
脳
科
学
者
　
加
藤
俊
徳

参
　
照

（
２
０
１
９
年
「
身
体
活
動
・
運
動
を

通
じ
た
健
康
増
進
の
た
め
の
厚
生
労
働

省
の
取
組
み
」
内
の
「
２
０
０
７
年
の

我
が
国
に
お
け
る
危
険
因
子
に
関
連
す

る
非
感
染
症
疾
病
と
外
因
に
よ
る
死
亡

数
」
と
い
う
デ
ー
タ
）

運
動
不
足
が
死
因
に
!?

運
動
不
足
は
筋
肉
だ
け

で
な
く
脳
も
衰
え
る

　
日
頃
よ
り
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い

た
だ
く
有
害
鳥
獣
の
目
撃
情
報
を

も
と
に
、
村
で
は
猟
友
会
の
協
力

の
も
と
捕
獲
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
令
和
５
年
１
月
か
ら
の
捕
獲
状

況
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

（
令
和
５
年
９
月
15
日
現
在
）

●
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

　
21
頭
（
昨
年
同
時
期
　
６
頭
）

●
イ
ノ
シ
シ

　
９
頭
（
昨
年
同
時
期
　
６
頭
）

●
ニ
ホ
ン
ジ
カ

　
８
頭
（
昨
年
同
時
期
　
17
頭
）

●
ニ
ホ
ン
ザ
ル

　
31
頭
（
昨
年
同
時
期
　
３
頭
）

※
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
・
イ
ノ
シ
シ
・

ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
捕
獲
数
が
昨
年

を
上
回
る
捕
獲
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。（
昨
年
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ

は
、
残
雪
が
多
か
っ
た
２
月
の

狩
猟
期
間
明
け
か
ら
３
月
に
か

け
て
の
期
間
で
16
頭
の
捕
獲
を

行
い
ま
し
た
。）

 

【
村
民
の
皆
さ
ま
へ
お
願
い
】

※
捕
獲
の
た
め
の
「
檻
」
や
「
く

く
り
わ
な
」
は
、
危
険
で
す
の

で
触
れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

※
万
一
、
檻
や
、
わ
な
に
獣
類
が

捕
獲
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
危

険
で
す
の
で
絶
対
に
近
づ
か
な

い
で
く
だ
さ
い
。

※
猟
友
会
員
に
よ
る
日
頃
か
ら
の

檻
や
、
わ
な
の
見
回
り
、
捕
獲

獣
類
の
対
応
な
ど
の
た
め
、
個

人
敷
地
内
へ
の
立
入
り
等
、
捕

獲
取
組
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
有
害
捕
獲
は
狩
猟
期
間
前
の
11

月
14
日
ま
で
実
施
し
ま
す
。
栗

や
柿
な
ど
が
実
る
時
期
と
な

り
、
集
落
へ
の
野
生
動
物
の
出

没
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ク
マ
や

サ
ル
な
ど
野
生
動
物
を
目
撃
さ

令
和
５
年
度 

有
害
鳥
獣
捕
獲
に
つ
い
て

れ
た
ら
役
場
農
林
係
ま
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
例
年
に
比
べ
、
人
家
や
田
畑
へ

の
ク
マ
の
出
没
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
キ
ノ
コ
狩
り
や
農

作
業
、
夜
間
の
外
出
の
際
に
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
引
き
続
き
皆
様
の
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
役
場
農
林
係

　　

８
２
‐
２
５
８
８

①
職
種
・
募
集
人
員

　
一
般
行
政
（
初
級
）
…
若
干
名

　
社
会
福
祉
士
　
　
　
…
若
干
名

②
受
験
資
格

 

・
日
本
国
籍
を
有
す
る
人

 

・
一
般
行
政
（
高
卒
程
度
）

　
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に
出

生
し
、
高
校
卒
業
又
は
令
和
６
年

３
月
卒
業
見
込
み
の
人
。
短
大
、

専
門
学
校
又
は
大
学
等
卒
業
（
見

込
み
）
の
人
や
社
会
人
も
受
験
で

き
ま
す
。

 

・
社
会
福
祉
士

　
昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
社
会
福
祉
士
の
資

格
を
有
す
る
人
。
ま
た
、
民
間
企

業
等
に
お
け
る
職
務
経
験
が
あ
る

人
。

 

・
本
人
が
令
和
６
年
４
月
１
日
以

降
に
小
谷
村
内
に
居
住
を
予
定

し
て
い
る
こ
と
。

③
申
込
受
付
期
間

　
令
和
５
年
７
月
３
日
（
月
）
か

ら
８
月
14
日
（
月
）
ま
で
。（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

　
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
締
切
日

ま
で
に
到
着
し
た
も
の
に
限
り
ま

す
。

④
第
一
次
試
験
日
・
会
場

　
令
和
５
年
９
月
17
日
（
日
）

　
小
谷
村
役
場

※
第
一
次
試
験
の
合
格
発
表
は
10

月
上
旬
で
す
。

⑤
第
二
次
試
験
日
・
会
場

　
令
和
５
年
10
月
22
日
（
日
）
予
定

　
小
谷
村
役
場

⑥
最
終
合
格
発
表

　
第
二
次
試
験
終
了
後
、
合
格
者

に
通
知
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
役
場
　
総
務
課
庶
務
係

　
　

８
２
‐
２
０
２
４

※
募
集
要
綱
は
、
総
務
課
窓
口
又

は
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

●
遺
言
・
相
続
関
係
に
関
し
て

　
遺
言
書
や
遺
産
分
割
協
議
書
の

作
成
、
相
続
財
産
の
調
査
、
家
族

信
託
、
成
年
後
見
制
度
利
用
の
ご

相
談

●
ビ
ジ
ネ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

　
各
種
申
請

　
建
設
業
許
可
、
産
業
廃
棄
物
処

理
業
許
可
、
風
俗
営
業
許
可
、
農

地
転
用
許
可
、
運
送
業
許
可
、
自

動
車
登
録
な
ど
官
公
署
へ
の
申
請

の
ご
相
談

●
外
国
人
の
在
留
資
格

　
外
国
人
の
雇
用
や
呼
び
寄
せ
、

在
留
資
格
の
変
更
・
更
新
・
取
得

な
ど
の
申
請
や
永
住
、
帰
化
の
ご

相
談

●
そ
の
他

　
各
種
契
約
書
や
内
容
証
明
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
必
要
書
類
の
作
成
の

ご
相
談

　
事
前
予
約
も
承
り
ま
す
の
で
、

中
信
支
部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
県
行
政
書
士
会
中
信
支
部

　
　
０
２
６
３
‐
８
７
‐
３
７
９
８

中信支部行政書士無料相談会

相
談
内
容

会場 日　時 場　　所

塩尻
会場

10月13日（金）

午前10時
　～午後３時

塩尻市市民交流センター
（えんぱ一く）
301・304・305号室

（塩尻市大門一番町12-2）

松本
会場

10月14日（土）

午前10時
　～午後３時

松本市勤労者福祉センター　
3-3会議室

（松本市中央四丁目7番26号）

木曽
会場

10月14日（土）

午前10時
　～午後３時

木曽町文化交流センター
小会議室

（木曽町福島5129番地）

安曇野
会場

10月19日（木）

午前10時
　～午後３時

安曇野市役所
211・212・213・214号室

（安曇野市豊科6000番地）

筑北
会場

10月21日（土）

午前10時
　～午後３時

筑北村役場
204・206号室

（東筑摩郡筑北村西条4195）

大北
会場

10月22日（日）

午前10時
　～午後３時

大町市総合福祉センター
第１・第２会議室

（大町市大町1129）

▲民家へ出没したクマ　※村内撮影



広報おたり　令和５年 10 月号（12）（13）　広報おたり　令和５年 10 月号

　
全
国
的
に
生
活
習
慣
か
ら
の
糖

尿
病
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
糖
尿

病
は
動
脈
硬
化
だ
け
で
な
く
、
が

ん
発
症
の
リ
ス
ク
で
も
あ
り
ま

す
。
な
か
で
も
肝
臓
が
ん
の
発
症

リ
ス
ク
が
高
い
と
い
う
デ
ー
タ
が

あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
肝
臓
が
ん
の

リ
ス
ク
が
高
い
の
で
し
ょ
う
か
。

糖
尿
病
と
肝
臓
の
深
い
関
係
に
つ

い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
　
時
　
11
月
８
日
（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分

ま
で
（
開
場
午
後
１
時
）

■
会
　
場

　
松
川
村
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー

　
す
ず
の
音
ホ
ー
ル

　（
所
在
地

：

松
川
村
松
川
８
４

‐
１
　
　
０
２
６
１
‐
６
２
‐
２

４
８
１
）

北
ア
ル
プ
ス
連
携
自
立
圏
事
業

北
ア
ル
プ
ス
地
域
　
健
康
づ
く
り
講
演
会

『
糖
尿
病
と
肝
臓
の
深
〜
い
関
係
』

■
支
払
予
定
日

　
10
月
11
日
（
水
）

■
内
訳

　
令
和
５
年
６
月
分
～

　
令
和
５
年
９
月
分

◎
個
々
に
支
払
通
知
書
は
発
送
し

ま
せ
ん
の
で
、
指
定
口
座
の
通

帳
を
記
帳
し
て
入
金
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。通
帳
に
は「
小

谷
村
児
童
手
当
」と
印
字
さ
れ
、

合
計
金
額
で
の
振
り
込
み
と
な

り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
住
民
係

　　

８
２
‐
２
５
８
１

児
童
手
当
の

支
払
い
に
つ
い
て

■
講
　
師

　
浅
間
総
合
病
院
糖
尿
病
セ
ン

タ
ー
顧
問
　
仲
　
元
司
　
先
生

■
そ
の
他

　
参
加
費
無
料

　
講
演
会
へ
の
申
し
込
み
不
要

■
送
　
迎

　
当
日
は
小
谷
村
役
場
か
ら
松
川

村
の
会
場
ま
で
、
送
迎
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
。

　
乗
車
希
望
の
方
は
、
10
月
31
日

（
火
）
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
で
の
講
演
視

聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
白
馬
村

の
会
場
を
ご
案
内
し
ま
す
。

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係
　

　
　
８
２
‐
２
５
７
０

①
職
種
・
募
集
人
員

　
社
会
福
祉
士
　
若
干
名

②
申
込
締
切
日

　
令
和
５
年
10
月
31
日
（
火
）
ま
で
。

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

　
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
締
切
日
ま
で

に
到
着
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

③
試
験
日
・
会
場

　
令
和
５
年
11
月
26
日
（
日
）・
小
谷

村
役
場

■
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
役
場
　
総
務
課
庶
務
係

　
　
８
２
‐
２
０
２
４

※
募
集
要
綱
は
、
総
務
課
窓
口
又
は
村

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

小
谷
村
職
員
採
用
試
験

令
和
６
年
４
月
採
用
予
定
の
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
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全
国
的
に
生
活
習
慣
か
ら
の
糖

尿
病
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
糖
尿

病
は
動
脈
硬
化
だ
け
で
な
く
、
が

ん
発
症
の
リ
ス
ク
で
も
あ
り
ま

す
。
な
か
で
も
肝
臓
が
ん
の
発
症

リ
ス
ク
が
高
い
と
い
う
デ
ー
タ
が

あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
肝
臓
が
ん
の

リ
ス
ク
が
高
い
の
で
し
ょ
う
か
。

糖
尿
病
と
肝
臓
の
深
い
関
係
に
つ

い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
　
時
　
11
月
８
日
（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分

ま
で
（
開
場
午
後
１
時
）

■
会
　
場

　
松
川
村
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー

　
す
ず
の
音
ホ
ー
ル

　（
所
在
地

：

松
川
村
松
川
８
４

‐
１
　
　
０
２
６
１
‐
６
２
‐
２

４
８
１
）

北
ア
ル
プ
ス
連
携
自
立
圏
事
業

北
ア
ル
プ
ス
地
域
　
健
康
づ
く
り
講
演
会

『
糖
尿
病
と
肝
臓
の
深
〜
い
関
係
』

■
支
払
予
定
日

　
10
月
11
日
（
水
）

■
内
訳

　
令
和
５
年
６
月
分
～

　
令
和
５
年
９
月
分

◎
個
々
に
支
払
通
知
書
は
発
送
し

ま
せ
ん
の
で
、
指
定
口
座
の
通

帳
を
記
帳
し
て
入
金
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。通
帳
に
は「
小

谷
村
児
童
手
当
」と
印
字
さ
れ
、

合
計
金
額
で
の
振
り
込
み
と
な

り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
住
民
係

　　

８
２
‐
２
５
８
１

児
童
手
当
の

支
払
い
に
つ
い
て

■
講
　
師

　
浅
間
総
合
病
院
糖
尿
病
セ
ン

タ
ー
顧
問
　
仲
　
元
司
　
先
生

■
そ
の
他

　
参
加
費
無
料

　
講
演
会
へ
の
申
し
込
み
不
要

■
送
　
迎

　
当
日
は
小
谷
村
役
場
か
ら
松
川

村
の
会
場
ま
で
、
送
迎
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
。

　
乗
車
希
望
の
方
は
、
10
月
31
日

（
火
）
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
で
の
講
演
視

聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
白
馬
村

の
会
場
を
ご
案
内
し
ま
す
。

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係
　

　
　
８
２
‐
２
５
７
０

①
職
種
・
募
集
人
員

　
社
会
福
祉
士
　
若
干
名

②
申
込
締
切
日

　
令
和
５
年
10
月
31
日
（
火
）
ま
で
。

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

　
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
締
切
日
ま
で

に
到
着
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

③
試
験
日
・
会
場

　
令
和
５
年
11
月
26
日
（
日
）・
小
谷

村
役
場

■
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
役
場
　
総
務
課
庶
務
係

　
　
８
２
‐
２
０
２
４

※
募
集
要
綱
は
、
総
務
課
窓
口
又
は
村

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

小
谷
村
職
員
採
用
試
験

令
和
６
年
４
月
採
用
予
定
の
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す



広報おたり　令和５年 10 月号（14）（15）　広報おたり　令和５年 10 月号

令和５年10月発行　■人口 2,635 人　男 1,364 人　女 1,271 人　■世帯数　1,213 戸 （R５.９.30 現在）

■小谷村役場　電話 0261-82-2001　ホームページアドレス https://www.vill.otari.nagano.jp

※出生・死亡・婚姻は希望掲載です。住民だより （令和５年８月届出分）

小谷村大糸線振興会議

切符は南小谷駅で買おう
列車を見かけたら、手を振ろう

●お悔やみ

年齢 地区 親族氏　名

和田　鈴枝 88歳 大草連 和田　初幸

●あかちゃん

＊毎月５日と20日は「交通安全の日」です。
＊４のつく日（４日・14日・24日）は
　「シートベルト・チャイルドシート啓発の日」です。

　交通事故防止のため、交通ルールの遵守と正しい交通マナー
の実践をお願いします。

交通安全啓発日について

■お問い合わせ
　大町地区交通安全協会小谷支部事務局
　総務課庶務係　　８２‐２０２４

該当なし

次
回
の
開
会
予
定

　
10
月
18
日
（
水
）

　
午
前
９
時
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係
）

　
　
８
２‐

２
５
８
８

　
口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い
る

方
は
10
月
25
日
（
水
）
に
振
替
え

ま
す
の
で
、
口
座
の
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
25
日
の
定
期
振
替

が
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
11
月
10

日
（
金
）
に
再
振
替
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 10

　
月

今
月
の
納
税

税  

目

期  

別

納
期
限

村
県
民
税

３
期

10
月
31
日（
火
）

小
谷
村
農
業
委
員
会

令
和
５
年
度

定
例
会
の
お
知
ら
せ

税  

目

期  

別

納
期
限

国
民
健
康
保
険
税

５
期

10
月
31
日（
火
）

税  

目

期  

別

納
期
限

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

４
期

10
月
31
日（
火
）

　
長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
長
野
県
最
低

賃
金
」
が
、令
和
５
年
10
月
１
日
（
日
）

か
ら
時
間
額
９
４
８
円
に
改
正
さ
れ
ま

す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

等
に
対
す
る
賃
金
の
引
き
上
げ
の
環
境

整
備
、
雇
用
の
維
持
を
図
る
た
め
の
支

援
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

「
最
低
賃
金
」
に
つ
い
て
は
、

　
長
野
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　　

０
２
６
‐
２
２
３
‐
０
５
５
５

　
又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

「
助
成
金
」
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

先

 

・
業
務
改
善
助
成
金
長
野
労
働
局
雇
用

環
境
・
均
等
室

　
　

０
２
６
‐
２
２
３
‐
０
５
６
０

 

・
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
長
野
労
働

局
職
業
対
策
課

　
　

０
２
６
‐
２
２
６
‐
０
８
６
６

長
野
県
最
低
賃
金
の

お
知
ら
せ

長
野
県
最
低
賃
金
の

お
知
ら
せ
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